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ニトロアルケンはニトロ基の電子求引性のためマイケル付加やDiels-Alder反応のよい反応剤として

用いられている。窒素求核剤のニトロアルケンへのマイケル付加は、生成する付加体が有機合成上

有用であるので注目される反応であったが、アミンの付加体β-ニトロアミンは比較的不安定な化合

物であり、合成的に扱いにくい問題点があった。一方、一般の脂肪族アミドでは付加そのものがほと

んど進行しない。この問題を解決するために、最近われわれは立体的にかさの小さな脂肪族ホルム

アミドを用いると、アミド窒素のニトロアルケンへのマイケル付加が速やか進行することを見出した1。こ

れによりニトロアルケンを用いた含窒素化合物の合成法に便利な方法論の提供することができた。そ

こでこの方法とラジカル環化や1，3－双極子付加と組み合わせた炭素骨格ならびに複素環骨格の

新しい構築反応について報告する2。 
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